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本校の構想

科学技術系素養を持つ
グローバルテクニカルリーダーの育成

研究開発構想名



目 的

多様化する国際社会で活躍する人材を輩出する視点から

科学技術系素養を持つ科学技術高校生徒に

育成すべき資質と能力 を提案

高大連携教育を大幅に増強した

“グローバルテクニカルリーダー”プログラム

を実践し，成果普及に努める

研究開発の目的

急速なグローバル化に伴い出現する社会課題

解決の糸口をどうつかむのか 自然科学だけでは解決できない
その先をどうするのか

社会科学の成果＋自然科学(科学技術)の知見を生かす



目 標

資源産出国との国際交流
地政学的な基礎知識を元にリスクを回避できる

“グローバルテクニカルリーダー”の育成

高大連携教育を大幅に増強し，高大を貫くグローバル人材の育
成を目指し，求められる資質と能力を提案すると共に，実現の
ための

新科目「グローバル社会と技術」
「グローバル社会と技術・応用」
新たな課題研究←SGH課題研究

を軸とした育成プログラムを開発・実践し，成果を普及する

研究開発の目標
社会問題を

エネルギー･環境
問題に特定化



公民科学習指導要領

理科学習指導要領解説

現
状
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・
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× やっているうちに解決できるようになる

そんなに甘くない

○より良く問題解決するコツがある

コツを身につけることが重要

× 個々の課題ごとにコツは違う

課題ごとに教わらないといけない

○知識よりも見方・考え方を重視する
コツを身につける → コツの探し方を身につける



目標を設定

複数の案を
まとめる

制約条件など
(合理的判断)

案を決定

（社会課題を解決したい）

問題分析のための
情報収集

解の「良さ」や
「条件」を検討

問題状況を定式化

[情報収集] [処理] [まとめ]

インターネット，文献，過
去の課題研究などを検索

多くの情報を検討し，使
える形に加工

社会問題をどのように解
決することができるか，
複数の案に絞る

合意形成

[情報収集] [処理] [まとめ]

提案を実際に使ってもらう
解決に寄与できるか検証

解決案を一つに決定
する

各科学分野に基づいた解
決案を検討し，最終案の
候補となる複数の解決案
をまとめる

費用や場所，安全性，高
校生に扱えるかなどさま
ざまな制約条件を吟味

実験やプロトタイプの制作
により，有効性を検証

２年配当：新科目「グローバル社会と技術・応用」

３年配当：新科目「SGH課題研究」

１年配当：新科目「グローバル社会と技術」

複数の案にそれぞれどのような「良さ」がある
のか，制約条件に照らしながら最善の案を検討

複数の案に対して制約条件などを照らす

案が実現可能であり，問題に解決に寄与するこ
とを検証するため，有効性を検証し，外部評価
にチャレンジする

グローバルリーダー育成講演会
東京工業大学教員による特別講義

グローバルリーダー育成講演会 高大連携

高大連携

産学協同

問題の把握／解決方針

解決案の検討／
制約条件と照らす

実際にやってみることで検証

出
口
の

活
動

社会科学／自然科学／人文
科学から解決方法を検討

社会問題を解決できる形に
整えていく



目標を設定

複数の案を
まとめる

制約条件など
(合理的判断)

案を決定

（社会課題を解決したい）

問題分析のための
情報収集

解の「良さ」や
「条件」を検討

問題状況を定式化

[情報収集] [処理] [まとめ]

インターネット，文献，過
去の課題研究などを検索

多くの情報を検討し，使
える形に加工

社会問題をどのように解
決することができるか，
複数の案に絞る

合意形成

[情報収集] [処理] [まとめ]

提案を実際に使ってもらう
解決に寄与できるか検証

解決案を一つに決定
する

社会科学／自然科学／人文
科学から解決方法を検討

社会問題を解決できる形に
整えていく

各科学分野に基づいた解
決案を検討し，最終案の
候補となる複数の解決案
をまとめる

費用や場所，安全性，高
校生に扱えるかなどさま
ざまな制約条件を吟味

実験やプロトタイプの制作
により，有効性を検証

２年配当：新科目「グローバル社会と技術・応用」

３年配当：新科目「SGH課題研究」

１年配当：新科目「グローバル社会と技術」

複数の案にそれぞれどのような「良さ」がある
のか，制約条件に照らしながら最善の案を検討

複数の案に対して制約条件などを照らす

案が実現可能であり，問題に解決に寄与するこ
とを検証するため，有効性を検証し，外部評価
にチャレンジする

グローバルリーダー育成講演会
東京工業大学教員による特別講義

グローバルリーダー育成講演会 高大連携

高大連携

産学協同

問題の把握／解決方針

解決案の検討／
制約条件と照らす

実際にやってみることで検証

出
口
の

活
動



グローバル社会と技術
７テーマをオムニバス形式で実施

電力 ①
環境と人間
都市
メカニズム

②③
技術者倫理
情報モラル

入口 検証

東京工業大学教員による

特別講義

④ Speech
Communication

高大
連携

出口

学校行事（校外研修の実施），高大連携行事

（特別講義，キャンパス訪問）

グローバルリーダー育成講演会の実施

外国人講師授業

１年配当

池上 彰特命教授
（東京工業大学）

松本 茂教授
（立教大学,ＮＨＫテレビ・おとなの基礎英語講師）



目標を設定

複数の案を
まとめる

制約条件など
(合理的判断)

案を決定

（社会課題を解決したい）

問題分析のための
情報収集

解の「良さ」や
「条件」を検討

問題状況を定式化

[情報収集] [処理] [まとめ]

インターネット，文献，過
去の課題研究などを検索

多くの情報を検討し，使
える形に加工

社会問題をどのように解
決することができるか，
複数の案に絞る

合意形成

[情報収集] [処理] [まとめ]

提案を実際に使ってもらう
解決に寄与できるか検証

解決案を一つに決定
する

社会科学／自然科学／人文
科学から解決方法を検討

社会問題を解決できる形に
整えていく

各科学分野に基づいた解
決案を検討し，最終案の
候補となる複数の解決案
をまとめる

費用や場所，安全性，高
校生に扱えるかなどさま
ざまな制約条件を吟味

実験やプロトタイプの制作
により，有効性を検証

２年配当：新科目「グローバル社会と技術・応用」

３年配当：新科目「SGH課題研究」

１年配当：新科目「グローバル社会と技術」

複数の案にそれぞれどのような「良さ」がある
のか，制約条件に照らしながら最善の案を検討

複数の案に対して制約条件などを照らす

案が実現可能であり，問題に解決に寄与するこ
とを検証するため，有効性を検証し，外部評価
にチャレンジする

グローバルリーダー育成講演会
東京工業大学教員による特別講義

グローバルリーダー育成講演会 高大連携

高大連携

産学協同

問題の把握／解決方針

解決案の検討／
制約条件と照らす

実際にやってみることで検証

出
口
の

活
動



グローバル社会と技術・応用
テーマ学習

｢中東・中央アジア理解｣
｢イスラーム文化研究｣
｢英語によるコミュニケーションスキル」

課題研究への道
課題を見つける→情報収集→テーマ決め

→情報収集→仮説の生成→課題研究への道
筋を定式化する

学校行事，高大連携行事

「地政学的リスク回避能力」
「語学力」
「リーダーが備えるべきスキル」

グローバルリーダー育成講演会
高大連携（サマーレクチャー）
Women in STEM (東工大行事)
CSES*参加 (東工大主催)

２年配当

*CSES(Communicating Science and Engineering in Society)



目標を設定

複数の案を
まとめる

制約条件など
(合理的判断)

案を決定

（社会課題を解決したい）

問題分析のための
情報収集

解の「良さ」や
「条件」を検討

問題状況を定式化

[情報収集] [処理] [まとめ]

インターネット，文献，過
去の課題研究などを検索

多くの情報を検討し，使
える形に加工

社会問題をどのように解
決することができるか，
複数の案に絞る

合意形成

[情報収集] [処理] [まとめ]

提案を実際に使ってもらう
解決に寄与できるか検証

解決案を一つに決定
する

社会科学／自然科学／人文
科学から解決方法を検討

社会問題を解決できる形に
整えていく

各科学分野に基づいた解
決案を検討し，最終案の
候補となる複数の解決案
をまとめる

費用や場所，安全性，高
校生に扱えるかなどさま
ざまな制約条件を吟味

実験やプロトタイプの制作
により，有効性を検証

２年配当：新科目「グローバル社会と技術・応用」

３年配当：新科目「SGH課題研究」

１年配当：新科目「グローバル社会と技術」

複数の案にそれぞれどのような「良さ」がある
のか，制約条件に照らしながら最善の案を検討

複数の案に対して制約条件などを照らす

案が実現可能であり，問題に解決に寄与するこ
とを検証するため，有効性を検証し，外部評価
にチャレンジする

グローバルリーダー育成講演会
東京工業大学教員による特別講義

グローバルリーダー育成講演会 高大連携

高大連携

産学協同

問題の把握／解決方針

解決案の検討／
制約条件と照らす

実際にやってみることで検証

出
口
の

活
動



目標を設定

複数の案を
まとめる

制約条件など
(合理的判断)

案を決定

(漠然とした構想)

問題分析のための
情報収集

解の「良さ」や
「条件」を検討

問題状況を定式化

[情報収集] [処理] [まとめ]

インターネット，文献，過
去の課題研究などを検索

解決するべき問題か，既
知の専門的知識やスキル
で解決可能か

ものづくりや実験等で問
題解決に貢献できる課題
研究テーマ案を決定

課研要旨集 過去の研究と何が違うのか

複数の案を作り，案に
ついて良さや条件を検
討するため情報を収
集・処理

それぞれの案は何がよく
て何が悪いのか

制約条件を満たしている
か

吟
味

[情報収集] [処理] [まとめ]

一つの案に決定し提案する

電気電子分野の課題研究テーマ設定場面

独
創
性

危険性は
ないか

キットやICの組み合わ
せではダメ

新科目「グローバル社会と技術」

４テーマによる現状理解
２テーマによる問題解決
手順のシミュレーション
１テーマによる英語発表
東工大教員による特別講義
講演会の実施他

新科目「グローバル社会
と技術・応用」

有効性の検証

新科目「SGH課題研究」



意見交換

環境問題
Papaya Soap 
Project ↓
SGH甲子園等で発表

エネルギー問題

海外調査研修 フィリピン…高大連携，デ・ラサール大学
と東工大の協力

マレーシア…新たに開拓，エネルギー問題を重
視し，ボルネオ島クチンを訪問

オーストラリア…新たに開拓，エネルギー問題
の討議のため，パースを訪問

資源産出国の高校生との討論
身分の差が顕著な国での考え方

高校生の意識の違いを調査し，国際交流成
果発表会で成果普及



De La Salle University訪問

 研究室訪問

 東工大
フィリピンオフィス訪問





第２回関東甲信越静地区
スーパーグローバルハイスクール
課題研究発表会参加報告
～金賞２件，銀賞２件受賞！～

平成29年12月23日，立教大学において「第２回 関東甲信越静地区
スーパーグローバルハイスクール課題研究発表会(主催：立教大学，
後援：文部科学省)」に本校から７チームが参加し，金賞２件，銀賞
２件，合計４件の受賞を果たしました。初出場での大量受賞。動も
すれば，ＳＳＨ校の印象が強い本校において，ＳＧＨ課題研究での
受賞。文部科学省ご担当者様ご列席の下で行われた授賞式では，受
賞校発表のたびに本校の名前が呼ばれ，会場は驚きに包まれていま
した。

課題研究プレゼンテーション(英語) 「金賞」受賞
応用化学分野 副賞：シンガポール研修
課題名「開発途上国で製造可能な消毒用バイオエタノールの作製方法」
"Method for Preparing Producible Bio-ethanol for Disinfection in 
Developing Countries. "

課題研究プレゼンテーション(日本語) 「銀賞」受賞
電気電子分野
熱中症のリスクマネジメント

課題研究ポスターセッション(日本語) 「金賞」受賞
電気電子分野
視覚障害者の為の落下防止システム ～電子白杖の開発～

課題研究ポスターセッション(日本語) 「銀賞」受賞
電気電子分野
世界を救う日本のゴミ箱

高校生新聞4月号掲載

成果・普及



ご清聴ありがとうございました

ご意見／ご感想／ご質問等は

endou@hst.titech.ac.jp までお寄せください。
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